
東
北
福
祉
大
学
公
開
講
座
に
お
け
る
講
演

「
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
を
通
し
て

伊
達
文
化
の
真
髄
を
学
び
体
験
す
る
」
及
び

そ
の
手
前
披
露

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授
・
東
北
大
学
名
誉
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）

　

郷
土
の
英
雄
・
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
永
禄
十
年
～
寛
永
十
三

年
―
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
（
写
真
１
）
は
、
勇
猛
果
敢
な
戦
国

大
名
と
し
て
天
下
に
そ
の
名
を
轟

と
ど
ろ

か
せ
た
だ
け
で
な
く
、
仙
台
藩
の

政
治
、
軍
事
、
経
済
及
び
文
化
の
礎

い
し
ず
え

を
築
い
た
第
一
の
名
君
と
し
て

も
名
高
い
。
一
昨
年
（
二
〇
一
七
年
）
は
、
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年

を
迎
え
、
仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
の
手
前
披
露
も
行

な
わ
れ
た
「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
等
数
多
く
の
祝
賀
・
記

念
行
事
が
各
地
の
政
宗
公
縁

ゆ
か
り

の
地
で
開
催
さ
れ
、
「
伊
達
文
化
」
の

魅
力
が
再
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
当
流
の
茶
会

に
つ
い
て
は
、
『
関
』
二
十
八
号
で
紹
介
さ

せ
て
頂
い
た
。
一
方
、
そ
の
熱
気
の
冷
め
や

ら
ぬ
昨
年
（
二
〇
一
八
年
）
は
、
政
宗
公

に
次
ぐ
名
君
と
の
誉
れ
高
い
仙
台
藩
四
代
藩

主
伊
達
綱
村
公
（
万
治
二
年
～
享
保
四
年
―

一
六
五
九
～
一
七
一
九
）
（
写
真
２
）
の
没

後
三
〇
〇
年
に
当
り
、
そ
の
記
念
行
事
も
多

く
執
り
行
わ
れ
た
。
綱
村
公
は
、
文
化
・
芸
術
・

芸
能
に
広
く
堪
能
で
、
特
に
茶
道
に
造
詣
が

深
い
数
奇
大
名
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
声
を

馳は

せ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
綱
村
公
の
茶
道

写真1　仙台城址の藩祖伊達政宗公騎馬像

写真2　仙台藩四代藩主伊達綱村公像
（仙台市博物館蔵）



と
め
た
「
講
座
の
概
要
」
を
示
し
（
写
真
４
）
、
最
終
日
の
講
座
の

主
題
に
し
た
講
演
全
体
の
「
ま
と
め
」
を
述
べ
る
。
ま
た
、
筆
者
が

今
回
の
講
演
で
特
に
重
視
し
た
話
題
の
中
で
は
、
「
江
戸
時
代
か
ら

些
い
さ
さ

か
も
変
わ
ら
ぬ
こ
の
上
も
な
く
優
美
な
お
手
前
及
び
茶
の
こ
こ
ろ

と
そ
の
真
髄
が
現
在
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
要
因
」
に
関
す

る
考
察
、
当
流
の
手
前
披
露
及
び
当
流
の
茶
道
具
類
の
「
展
示
」
に

つ
い
て
記
述
す
る
に
止と

ど

め
た
い
（
写
真
５
）
。

　

最
終
日
の
講
座
の
前
半
で
は
、
全
体
の
「
ま
と
め
」
と
し
て
「
第

四
部 

仙
台
藩
茶
道
の
近
代
・
現
代
史
―
茶
道
の
歴
史
に
学
ぶ
」
と

言
う
話
題
の
講
演
を
行
な
っ
た
。
本
論
に
入
る
前
に
室
町
時
代
～
江

戸
時
代
の
大
茶
人
の
師
弟
関
係
を
図
示
し
、
「
茶
の
こ
こ
ろ
の
伝
承
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
解
り
易
く
解
説
し
た
。
当
流
は
、
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
三
世
道
竿
に
よ
り
創
意
工
夫
さ
れ
て
完
成
を
見
た
流
儀
で

あ
る
。
そ
れ
を
継
承
し
た
歴
代
の
茶
道
頭
は
、
こ
の
流
儀
が
芸
術
的

に
極
め
て
完
成
度
が
高
く
、
大
き
く
変
え
る
必
要
性
が
無
い
と
考
え
、

こ
の
事
が
代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
明
治
時
代
を
迎
え
た
後
も
、

代
々
の
宗
家
も
江
戸
時
代
の
茶
道
頭
と
同
様
に
当
流
の
優
雅
な
手
前

及
び
茶
の
こ
こ
ろ
・
真
髄
が
藩
政
時
代
の
ま
ま
少
し
も
変
え
る
事
無

く
正
し
く
後
世
に
伝
え
て
行
く
べ
き
で
あ
る
と
の
確
た
る
信
念
を

持
っ
て
い
た
。
こ
の
信
念
こ
そ
が
、
仙
台
城
で
行
な
わ
れ
て
い
た
藩

指
南
役
と
言
う
重
責
を
果
し
た
当
流
の
流
祖
三
世
清
水
道
竿
（
さ
お

ど
う
か
ん
）（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）は
、

当
流
を
藩
内
に
確
立
さ
せ
更
に
、
全
国
各
地
に
広
め
る
事
に
成
功
し

た
。
こ
れ
ら
の
三
世
道
竿
の
努
力
に
対
し
て
、
綱
村
公
は
援
助
を
惜

し
ま
な
か
っ
た
数
奇
大
名
・
藩
主
と
し
て
も
名
声
を
高
め
た
。
昨
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
図
ら
ず
も
、
東
北
福
祉
大
学
の
市
民
公
開
講
座

を
当
流
十
一
世
を
継
承
し
た
筆
者
が
担
当
す
る
事
に
な
っ
た
事
は
、

大
変
意
義
深
い
事
で
あ
り
、
何
か
の
深
い
縁
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
で
今
回
、
主
と
し
て
筆
者
の
担
当
し
た
講
座
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。

　

さ
て
、
こ
の
公
開
講
座
の
内
容
は
、
東
北
福
祉
大
学
が
宮
城
県
に

平
成
三
十
年
度
後
期
（
九
月
～
二
月
）
の
分
と
し
て
申
請
を
行
な
い
、

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
講
座
は
、
分
野
に
よ
っ
て
「
文

学
・
文
芸
・
歴
史
」
、
「
日
本
文
化
」
及
び
「
教
育
・
福
祉
・
健
康
」

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
筆
者
の
担
当
し
た
講
座
は
「
日
本
文
化
」
に

属
し
て
い
た
。
こ
の
公
開
講
座
を
一
般
市
民
に
周
知
徹
底
さ
せ
る
た

め
、
東
北
福
祉
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
り
（
写
真
３
）

チ
ラ
シ
が
市
民
に
配
布
さ
れ
た
。
今
回
の
筆
者
の
講
座
は
、
合
計
で

四
回
で
、
し
か
も
そ
の
合
計
の
持
ち
時
間
は
八
時
間
に
も
及
ん
だ
た

め
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
を
考
慮
し
て
、
講
座
内
容
を
簡
潔
に
ま



主
に
よ
る
茶
会
を
再
現
す
る

事
が
出
来
る
貴
重
な
伊
達
文

化
遺
産
を
、
生
む
最
大
の
要

因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
治
維
新
と
言
う
未み

曽ぞ

有う

の
激
動
の
時
代
に
遭
遇
し
、

藩
政
時
代
の
最
後
の
茶
道

頭
と
な
っ
た
松
風
庵
八
世
清

水
道
鑑
（
天
保
十
八
年
～
明

治
四
十
五
年
―
一
八
四
〇
～

一
九
一
二
）
が
禄
を
離
れ
た
後

も
、
当
流
の
宗
家
と
し
て
そ

の
茶
の
こ
こ
ろ
・
真
髄
を
後

世
に
伝
え
る
事
に
一
生
を
捧

げ
た
点
を
筆
者
は
こ
の
講
演

で
強
調
し
た
。
こ
の
事
実
は
、

当
流
が
藩
政
時
代
と
微み

塵じ
ん

も

変
わ
る
事
な
く
松
窓
庵
九
世

落
合
道
鑑
（
明
治
十
六
年
～

昭
和
四
十
六
年
―
一
八
八
三

写真3　2018年度東北福祉大学公開講座の案内



～
一
九
七
一
）
を
経
て
今
日
ま
で

正
し
く
継
承
さ
れ
て
き
た
も
う
ひ

と
つ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

八
世
道
鑑
の
こ
の
上
も
な
い
厳
し

い
指
導
の
も
と
で
、
九
世
道
鑑
は
、

二
十
歳
で
皆
伝
を
授
け
ら
れ
、
そ

の
後
も
十
八
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
茶
の
湯
の
伝
授
を
受
け
た
。
八

世
道
鑑
が
亡
く
な
る
少
し
前
に

は
、
「
良
い
後
継
者
に
恵
ま
れ
、

全
て
を
正
し
く
伝
授
す
る
事
が
出

来
た
。
」
と
言
う
言
葉
を
残
し
て

こ
の
世
を
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

次
に
、
松
翠
庵
十
世
大
泉
道
鑑

（
明
治
四
十
二
年
～
平
成
二
十
二

年
―
一
九
〇
九
～
二
〇
一
〇
）
は
、

母
の
九
世
道
鑑
に
五
歳
の
時
に

入
門
を
果
し
、
茶
道
修
業
に
励
み

写真4　筆者の担当した講座の概要

1.演題

「仙台藩茶道石州流清水派を通して伊達文化の真髄を学び体験する」

2.講師

仙台藩茶道石州流清水派宗家 十一世 大泉 道鑑

(東北福祉大学特任教授、東北大学名誉教授)
3.日程

2018 年 10 月 5 日、12 日、19 日及び 26 日の金曜日(各々2 時間、合計 8 時間)
4.内容

(1)第 1 部 茶道の歴史－わび茶の誕生と大成

15 世紀後半になると、精神性を重視した「わび茶」がまず村田珠光により考案され、その後千利

休により大成された。江戸時代に入ると、将軍家の茶道指南役を務めた古田織部公、小堀遠州公及

び片桐石州公により「大名茶」が創生されたが、その歴史を学ぶ。なお、主として仙台藩茶道の歴

代茶道頭・宗家伝来の資料(文献)・茶道具を毎回新しく展示する。それらを観賞する事により、常に

伊達文化の中心的な存在である仙台藩茶道の文化・芸術の奥深さの一端を学ぶ。

(2)第 2 部 伊達政宗公と茶道－仙台藩茶道の創始

伊達文化の創始者伊達政宗公は、幼少の頃から茶の湯の素養がはぐくまれ、茶会の記録が数多く

残されている。利休との関わりの歴史的背景をさぐりながら、京都の高名な茶人一世清水道閑を茶

道頭として招き、仙台藩茶道の基礎が築かれていく過程を理解する。また、茶道具を通して、伊達

文化・芸術を学ぶ。

(3)第 3 部 仙台藩茶道石州流清水派(当流)の創生と発展

二代藩主伊達忠宗公及び石州流の祖・石州公の高弟二世清水動閑は、仙台藩茶道石州流に変わる

きっかけを作った。それを受けて、全国的にも数奇大名として有名な四代藩主伊達綱村公及び五代

藩主伊達吉村公の茶道指南役を務めた三世清水道竿は、当流を藩内に確立させると共に、全国各藩

にも広めて一派(当流)を開いた。この当流の祖三世道竿の貢績について詳述する。当流の手前の特徴

等は、スライドを用いた解説だけではなく、動画を通しても理解する。

(4)第 4 部 仙台藩茶道の近代・現代史及び当流の手前の体験

明治時代以降、当流の真髄は藩政時代のまま最後の茶道頭八世清水道鑑から、九世落合道鑑、十

世大泉道鑑を経て演者まで継承された貴重な伊達文化遺産となった事を学ぶ。これらの過去の歴史

をふまえ、仙台藩主が行なっていた茶会を再現するので、当流の「雅びた侘
わ

び」の手前の特徴・真

髄を理解するため、その手前を見学し、体験する。



内
容
を
一
冊
に
ま
と
め
て
、
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付

仙
台
藩
茶
道
』
と
銘め

い

を
打
っ
た
著
書
を
、
十
年
余
の
歳
月
を
か
け
て

上
じ
ょ
う

梓し

す
る
事
に
、
漕こ

ぎ
付
け
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
様
な
類
書
は
見
当

た
ら
な
い
の
で
、
歴
史
学
的
に
高
く
評
価
さ
れ
、
茶
道
史
に
十
世
道

鑑
の
名
が
深
く
刻
ま
れ
よ
う
。
更
に
、
十
世
道
鑑
は
当
流
の
流
祖
三

世
道
竿
が
著
わ
し
た
重
要
な
茶
湯
書
『
道
竿
拾
躰
』
の
解
読
研
究
に

も
精
力
的
に
励
ん
だ
。
筆
者
は
、
こ
の
十
世
道
鑑
に
よ
る
研
究
の
成

果
を
も
と
に
し
て
、
解
読
・
解
釈
の
不
充
分
な
箇
所
を
補
足
・
修
正

を
加
え
て
完
成
さ
せ
、
学
会
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』
へ
十
世
道
鑑
と

共
著
で
最
近
投
稿
し
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
献
こ
そ
は
、
当
流

の
「
雅
び
た
わ
び
茶
」
の
こ
こ
ろ
・
神
髄
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
と

言
う
点
を
強
調
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
講
演
の
結
語
と
し
た
。
な

お
、
こ
の
講
演
の
後
引
き
続
き
、
筆
者
は
当
流
の
手
前
の
特
徴
の
理

解
に
資
す
る
た
め
、
当
流
細
谷
道
清
教
授
に
よ
る
非
の
打
ち
所
が
無

い
、
正
に
お
手
本
と
な
る
優
美
な
薄
茶
の
手
前
を
撮
影
し
た
動
画
（
写

真
６
）
を
示
し
な
が
ら
、
解
説
を
行
な
っ
て
筆
者
の
最
後
の
講
演
を

終
え
た
。

　

さ
て
、
最
終
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
当
流
の
金
城
道
里
師

範
に
よ
り
、
薄
茶
の
手
前
が
披
露
さ
れ
た
が
、
正
客
に
は
光
栄
な
事

に
東
海
林
恒
英
元
仙
台
市
博
物
館
々
長
に
お
骨
折
り
頂
い
た
。
会
場

十
六
歳
で
皆
伝
を

授
け
ら
れ
た
。
十

世
道
鑑
は
、
当
流

の
宗
家
を
継
承
し

た
後
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感

し
、
こ
の
継
承
の

印
「
三
種
の
文
献
」

（
「
三
種
の
神
器
」
）

の
ひ
と
つ
で
あ

る
『
清
水
動
閑
註

解
石
州
流
三
百
箇

條
』
（
三
巻
）
及

び
そ
れ
と
密
接
な

関
連
性
を
有
す
る
文
献
『
動
閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
の
解
読
研
究

に
没
頭
す
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仙
台
藩
茶
道
の
歴
史
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
十
世
道
鑑
は
歴
史
的
に
重
要
な
文
献
・
資
料
を
仙

台
地
方
だ
け
で
な
く
、
全
国
各
地
の
図
書
館
、
博
物
館
等
か
ら
も
隈く

ま

無な

く
集
収
し
た
。
更
に
こ
れ
ら
を
解
読
研
究
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ

の
歴
史
の
真
相
を
詳
細
に
解
明
す
る
事
に
成
功
し
た
。
こ
の
二
つ
の 写真5　講演中の筆者



の
舞
台
の
正
面
（
床
）
に
は
、
掛
物
『
綱
村
公
御
歌
』
（
仙
台
藩
四

代
藩
主
伊
達
綱
村
公
筆
）
が
掛
け
ら
れ
（
写
真
７
）
、
更
に
棗
（
銘

「
六
十
二
万
石
」
）
、
茶
杓
（
「
松
風
」
、
茶
碗
（
小
代
焼
）
、
水
指
（
「
祥

瑞
水
指
」
）
、
香
合
（
平
戸
扇
面
）
、
釜
（
鬼
面
釜
）
、
風
呂
（
切
掛
風

呂
）
等
の
仙
台
藩
茶
道
頭
・
宗
家
累
代
伝
来
の
茶
道
具
が
飾
ら
れ
、

藩
政
時
代
の
ま
ま
の
風
雅
な
茶
会
を
想
像
さ
せ
る
雰
囲
気
が
醸か

も

し
出

さ
れ
て
い
た
。
今
回
、
金
城
師
範
に
よ
る
薄
茶
の
手
前
が
、
大
勢
の

客
の
見
つ
め
る
中
で
行
な
わ
れ
た
た
め
か
、
多
少
緊
張
気
味
に
始
め

ら
れ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
い
つ
も
の
通
り
の
す
っ
か
り
板
に
着
い

た
こ
の
上
も
な
く
優
雅
な
お
手
前
（
写
真
８
）
を
披
露
し
た
た
め
、 写真6　細谷道清教授による薄茶の手前（動画より）

写真7　掛物『綱村公御歌』仙台藩四代藩主伊達綱村公筆（十一世大泉道鑑蔵）



家
が
残
し
た
茶
道
具
類
を
こ
の
場
に
展
示
す
れ
ば
、
市
民
の
皆
様
が

身
近
で
鑑
賞
出
来
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
茶
道
に
よ
り
一
層
親

し
み
を
感
じ
て
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
展
示
が
企
画
さ
れ

た
。
こ
の
展
示
は
、
講
演
と
並
行
し
て
行
な
わ
れ
た
が
、
毎
回
茶
道

具
類
が
代
え
ら
れ
、
思
う
存
分
見
て
楽
し
ん
で
頂
い
た
が
、
こ
れ
に

は
「
貴
重
な
道
具
を
見
せ
て
も
ら
い
、
実
に
眼が

ん

福ふ
く

に
あ
ず
か
っ
た
。
」

と
の
お
礼
の
言
葉
を
頂
く
事
が
出
来
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
筆
者
が

茶
道
具
の
中
で
最
も
重
視
し
た
の
は
、
掛
物
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
「
墨
蹟
が
第
一
。
掛
物
ほ
ど
第
一
の
道
具
無
し
」
と
言
う
茶
聖

千
利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
十
九
年
―
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
の

言
葉
が
、
そ
の
高
弟
南
坊
宗
啓
（
生
死
不
詳
）
の
著
書
『
南
坊
録
』

に
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
利
休
は
「
横
物
で
床
の
上

下
が
空
き
過
ぎ
る
な
ら
ば
、
天
上
を
下
げ
よ
。
竪た

て

物も
の

で
つ
ま
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
天
上
を
上
げ
よ
。
」
と
掛
物
の
重
要
性
に
つ
い
て
諭さ

と

し

て
い
る
。
当
流
で
も
掛
物
は
最
も
重
視
さ
れ
て
お
り
、
歴
代
の
茶
道

頭
・
宗
家
を
継
承
す
る
際
に
は
、
二
世
動
閑
筆
『
渋
紙
庵
之
記
』
及

び
老
中
松
平
康
福
（
妙
関
子 

享
保
四
年
～
寛
政
元
年
―
一
七
一
九

～
一
七
八
九
）
自
画
賛
の
『
片
桐
石い

わ

見み
の

守か
み

宗
関
居
士
像
』
（
写
真
９
）

の
掛
物
が
そ
の
証あ

か

し
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
点
か
ら
も
、
こ
れ
を

窺
う
か
が

い
知
る
事
が
出
来
る
。
な
お
、
こ
の
二
幅
の
掛
物
に
加
え
、
二
世

「
余
り
の
見
事
な
手
前
に
つ
い
つ
い
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
市
民

か
ら
過
分
な
お
誉ほ

め
の
言
葉
を
頂

ち
ょ
う

戴だ
い

し
た
筆
者
も
、
思
わ
ず
心
の
底

か
ら
喜
び
が
込
み
上
げ
て
き
た
事
が
思
い
出
さ
れ
た
。

　

古
き
歴
史
と
輝
か
し
い
伝
統
を
誇
る
当
流
の
歴
代
の
茶
道
頭
・
宗写真8　金城道里師範による薄茶の手前



動
閑
著
『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
（
三
巻
）
及
び
『
動

閑
茶
湯
書
』
（
十
八
冊
）
も
長
い
間
門
外
不
出
に
さ
れ
て
同
じ
目
的

（
「
三
種
神
器
」
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
わ
び
茶
の

大
成
者
利
休
以
降
の
茶
の
湯
で
は
、
特
に
禅
宗
の
高
僧
の
書
が
墨
跡

と
称
さ
れ
、
こ
れ
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。
筆
者
は
、
有

名
な
禅
僧
の
中
で
も
、
「
子
供
の
純
真
な
心
こ
そ
が
仏
の
心
」
と
し
、

解
り
易
く
曹
洞
宗
の
布
教
に
励
み
、
地
方
の
庶
民
の
中
に
深
く
根
を

下
し
て
い
っ
た
人
格
高
潔
な
良
寛
上
人
（
宝
暦
八
年
～
天
保
二
年
―

一
七
五
七
～
一
八
三
一
）
を
、
最
も
敬
慕
し
て
き
た
。
こ
の
良
寛
上

人
は
、
詩
人
、
歌
人
及
び
書
家
と
し
て
も
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
、
そ
の
代

表
作
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
漢
詩
「
伊
勢
道
中
苦
雨
作
」
の
極
め
て
流

り
ゅ
う

麗れ
い

な
墨
蹟
（
直
筆
、
写
真
10
）
が
飾
ら
た
。
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
高

弟
の
貞て

い

心し
ん

尼に

（
寛
政
十
年
～
明
治
五
年
―
一
七
九
八
～
一
八
七
二
）

筆
の
和
歌
の
掛
物
（
写
真
10
）
も
掛
け
ら
れ
た
た
め
、
よ
り
一
層
注

目
を
浴
び
た
。
な
お
、
こ
の
良
寛
上
人
の
漢
詩
の
解
読
及
び
解
釈
を

故
伊
豆
山
格
堂
教
授
に
依
頼
し
、
そ
れ
を
「
参
考
文
献
」
の
後
に
付

記
し
た
の
で
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
掛
物
の
他
に
、
当
流

の
弟
子
亀
田
治
所
持
の
貴
重
な
掛
物
『
忠
宗
公
御
絵 

木
庵
和
尚
賛
』

及
び
仙
台
四
大
画
家
の
ひ
と
り
東
東
洋
画
『
紅
葉 

鹿
』
（
写
真
11
）

も
展
示
さ
れ
、
多
く
の
市
民
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
、

写真9　掛物『渋紙庵之記』及び『片桐石見守宗関居士像』（十一世大泉道鑑蔵）



写真10　掛物『伊勢道中苦雨作』及び『あふきつゝ見む人』（十一世大泉道鑑蔵）

写真11　掛物『忠宗公御絵　木庵和尚賛』及び東東洋画『紅葉　鹿』（亀田治所持）



し
た
同
博
物
館
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『
あ
ふ
き
つ
ゝ
見
む
人
（
良
寛
）』　

貞
心
尼
筆　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
伊
勢
道
中
苦
雨
作
』　

良
寛
筆　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
片
桐
石
見
守
宗
関
居
士
像
』　

老
中
松
平
康
福
（
妙
関
子
） 

自
画
賛　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵　

『
関
』
（
二
十
八
号
）　

全
日
本
石
州
流
茶
道
協
会　

平
成
三
十
年

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』　

井
口
海
仙　

末
宗
広　

永
島
福
太
郎
（
監
修
）

淡
交
社　

昭
和
五
十
年

『
紅
葉　

鹿
』　

東
東
洋
画　

亀
田
治
蔵

『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
茶
道
聖
典
南
坊
録
』
中
村
直
勝　

浪
速
社　

昭
和
五
十
年

『
渋
紙
庵
之
記
』
二
世
清
水
動
閑
筆　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
』
二
世
清
水
動
閑　

 

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
清
水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』 

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）　

丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

 
昭
和
五
十
五
年

『
忠
宗
公
御
絵
木
庵
和
尚
賛
』　

亀
田
治
所
持
（
仙
台
市
博
物
館
寄
託
）

こ
れ
ら
以
外
に
展
示
さ
れ
た
当
流
の
茶
道
頭
・
宗
家
伝
来
の
茶
道
具

類
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
、

他
の
機
会
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

筆
者
が
担
当
し
た
今
回
の
講
座
の
定
員
は
当
初
五
十
名
と
な
っ
て

い
た
が
、
一
般
市
民
か
ら
六
十
名
余
の
応
募
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、

本
講
演
時
間
が
延
べ
八
時
間
の
長な

が

丁
ち
ょ
う

場ば

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
者
は
い
つ
も
筆
者
の
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
頂
い
た
。
こ

れ
ら
の
事
か
ら
、
伊
達
文
化
を
最
も
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
当
流
へ
の
市
民
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
お
り
、
大
変
勇
気

付
け
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
筆
者
は
、
今
後
こ
の
事
を
ひ
と
つ
の
大

き
な
糧か

て

に
し
て
、
当
流
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
全
身
全
霊
を
捧
げ

る
所
存
で
あ
る
。

謝　
　

辞

　

本
講
座
に
お
い
て
、
講
演
及
び
当
流
の
手
前
を
披
露
す
る
機
会
を

下
さ
っ
た
主
催
者
の
東
北
福
祉
大
学
関
係
各
位
の
皆
様
に
深し

ん

甚じ
ん

な
る

謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
用
い
た
当
流
の
一
部
の
資
料
に

つ
い
て
ご
指
導
・
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
東
海
林
恒
英
元
仙
台
市
博
物

館
長
及
び
故
伊
豆
山
格
堂
元
茨
城
大
学
教
授
に
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
更
に
、
綱
村
公
像
の
写
真
の
掲
載
の
許
可
を
下
さ
い
ま



解　
　

読

伊
勢
道
中
苦
雨
作

我
從
發
京
洛　

倒
指
十
二
支　

日
無
雨
不
零　

如
之
何
無
思

鴻
雁
翅
應
重　

桃
花
紅
轉
垂　

舟
子
暁
失
渡　

行
人
暮
迷
岐

我
行
殊
未
盡　

引
頷
一
嚬
眉　

且
如
去
年
秋　

一
風
三
日
吹

路
邉
抜
喬
木　

雲
中
揚
茅
茨　

米
價
爲
之
貴　

今
春
亦
若
斯

若
斬
倘
不
止　

奈
何
蒼
生
罹　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
寛
書

読
み
下
し
文

伊
勢
道
中
雨
に
苦
し
ん
で
作
る

我
れ
京
洛
を
發
し
て
従
り　

指
を
倒
せ
ば
十
二
支　

日
と
し
て
雨
の
零ふ

ら
ざ
る
は
無
し

之
を
如
何
ぞ
思
う
こ
と
な
か
ら
ん
や　

鴻こ
う

雁
翅

つ
ば
さ

應ま
さ

に
重
か
る
べ
く　

桃と
う

花か

紅
く
れ
な
い

轉
た
垂た

る　

舟
子
暁

あ
か
つ
き

に
渡と

を
失
い　

行
人
は
暮
に
岐き

に
迷
う

我
が
行こ

う

殊
に
未
だ
盡
き
ず　

領
う
な
じ

を
引
き
て
一
に
眉
を
嚬ひ

そ

む

且
つ
去
年
の
秋
の
如
き
は　

一い
っ

風ぷ
う

三
日
吹
く

路
邉
喬
木
を
抜
き　

雲
中
茅
茨
を
揚
ぐ　

米
價
之
が
爲
め
に
貴た

か

く　

今
春
亦
斯か

く

の
若ご

と

し

斬
の
若
く
に
し
て
倘も

し

止や

ま
ず
ん
ば　

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

⑻

⑼

⑽

⑾

『
伊
達
治
家
記
録
』
伊
達
家
編
纂　

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
伊
達
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年 

伊
達
な
文
化
の
伝
承
と
記
憶
』 

古
田
義
弘　

本
の
森　

平
成
三
十
年

『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
二
十
八
号
）
「
道
竿
拾
躰
」
十
世
大
泉
道
鑑 

十
一
世
大
泉
道
鑑　

平
成
二
十
九
年

『
綱
村
公
御
歌
』
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
筆　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
道
竿
拾
躰
』
三
世
清
水
道
竿　

東
北
大
学
中
央
図
書
館
蔵

『
動
閑
茶
湯
書
』
二
世
清
水
動
閑　

十
一
世
大
泉
道
鑑
蔵

『
「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
事
業
報
告
書
』
政
宗
ワ
ー
ル
ド 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
吉
田
義
弘
、
田
中
於
莵
彦
）　

平
成
二
九
年

『
利
休
の
生
涯
と
伊
達
政
宗
―
茶
の
湯
は
文
化
の
下
剋
上
―
』 

生
形
貴
重　

河
原
書
店　

平
成
二
十
九
年

『
良
寛
詩
集
』
入
矢
義
高　

講
談
社　

昭
和
六
十
年

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
谷
端
昭
夫　

㈱
淡
交
社　

 

平
成
十
九
年

付　
　

記

　

良
寛
の
墨
蹟
の
故
伊
豆
山
格
堂
教
授
に
よ
る
解
読
・
解
釈



と
も
出
来
ず　
　

旅
人
は
夕
暮
れ
に
別
れ
道
に
迷
う　
　

わ
が
旅
の

行
く
末
は
と
り
わ
け
程
遠
い　
　

首
を
伸
ば
し
て
遠
く
を
見
て
ひ
た

す
ら
眉
を
ひ
そ
め
顔
を
し
か
め
困
っ
た
な
と
思
う　
　

そ
の
う
え
去

年
の
秋
と
き
た
ら　
　

風
が
三
日
も
続
い
て
吹
い
た　
　

路
端
の
大

木
が
根
こ
そ
ぎ
倒
れ　
　

屋
根
の
ち
が
や
と
い
ば
ら
は
空
高
く
雲
の

中
に
吹
き
あ
げ
ら
れ
た　
　

米
の
値
段
は
そ
の
た
め
に
高
く　
　

今

年
の
春
も
同
じ
よ
う　
　

も
し
こ
の
ま
ま
で
止
ま
な
い
な
ら　
　

民

衆
の
う
れ
い
・
悩
み
を
ど
う
し
た
も
の
だ
ろ
う

蒼
生
の
罹

う
れ
い

を
奈
何
せ
ん

語
句
の
意
味

⑴
京
洛
―
都
（
狭
義
で
は
京
都
）
。　

⑵
零
雨
―
し
と
し
と
降
る
雨　

⑶
如い

か

ん何
―
「
如い

何か

に
」
か
ら
変
化
。
ど
う
し
て
。　

⑷
雁か

ん

―
が
ん
。

か
り
（
雁
）
。　

⑸
轉う

た

た
―
（
ふ
だ
ん
と
違
っ
て
）
一
層
。
ま
す
ま

す
。　

⑹
舟
子
―
船
頭
。　

⑺
殊こ

と

に
―
特
に
。
と
り
わ
け
。　

⑻
盡

（
尽
）
―
「
尽
」
と
読
み
に
く
い
字
の
よ
う
だ
が
、
「
尽
」
と
よ
む
べ

き
。　

⑼
一い

つ

に
―
純
粋
に
。
ひ
と
え
に
（
純
粋
に
そ
の
行
動
に
撤
す

る
事
。
ひ
た
す
ら
。
全
く
。
）
。　

⑽
喬

き
ょ
う

木ぼ
く

―
高こ

う

木ぼ
く

の
旧
称
。　

⑾
茅ぼ

う

茨し

―
ち
が
や
と
い
ば
ら
。　

茅か
や

―
ス
ゲ
・
ス
ス
キ
の
総
称
。　

茨
い
ば
ら

―

と
げ
の
あ
る
低
木
の
総
称
。　

⑿
蒼そ

う

生せ
い

―
民
衆
。　

⒀
奈い

か

ん何
―
如い

か

に何

（
「
い
か
に
」
か
ら
変
化
）
。
い
か
に
。

通　
　

釈

伊
勢
へ
の
旅
で
雨
に
悩
ま
さ
れ
て
作
る　
　

私
が
京
都
を
出
で
立
っ

て
か
ら　
　

指
折
り
数
え
て
十
二
本
目
（
十
二
日
目
）　
　

毎
日
雨

降
り　
　

暗
い
思
い
に
さ
せ
ら
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い　
　

大

き
な
か
り
（
雁
）
の
つ
ば
さ
も
雨
に
濡
れ
て
重
た
い
で
あ
ろ
う　
　

桃
の
紅
い
花
も
ま
す
ま
す
垂
れ
さ
が
る　
　

船
頭
は
朝
舟
を
渡
す
こ

⑿

⒀


